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【
地
区
公
民
館
活
動
部
門
】

・ 

永
山
　
芳
春
　
　
　         （
轟
地
区
）

・ 

宮
田
　
幸
雄(

故
人) 

　
　   （
上
川
西
地
区
）

【
文
化 

・ 

文
化
財
活
動
部
門
】　

・ 

荒
川
　
重
春
　
　
　
　
　
　（
東
中
下
場
地
区
）

・ 

園
田
　
達
男
　
　
　
　
　
　（
東
中
下
場
地
区
）

【
青
少
年
育
成
活
動
部
門
】　

・ 

大
平
　
頼
子
　
　
　
　      （
中
津
川
地
区
）

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
部
門
】

・ 

中
田
　
ト
キ
子
　
　      

　（
般
若
寺
地
区
）

・ 

桑
畑
　
房
子
　
　
　
　   

　（
川
添
地
区
）

・ 

福
島
　
鈴
子
　  

　
　    

　（
川
添
地
区
）

・ 

柿
木
　
ミ
チ
　
　
　
　   

　（
川
添
地
区
）

【
高
齢
者
活
動
部
門
】

・ 

久
保
　
健
一　  

　
　
　      （
川
添
地
区
）

【
学
級 

・ 

講
座
部
門
】

・ 
種
子
田
　
育
恵
　
　
　
　
　（
轟
地
区
）

・ 
永
野
　
ヱ
ミ
　
　
　
　
　    （
川
添
地
区
）

・ 

坂
口
　
ム
ツ
子
　
　
　
　    （
北
方
地
区
）

【
交
通
安
全
活
動
部
門
】

・ 

塩
入
　
信
行
　
　
　
　
　
　（
轟
地
区
）

・ 

中
村
　
勝
德
　
　
　
　      （
上
川
西
地
区
）

・ 

白
川
　
一
藤
　
　
　
　      （
般
若
寺
地
区
）

・ 

池
田
　
圭
孝
　
　
　　
（
鹿
児
島
城
西
高
１
年
）

・ 

柿
木
　
史
翔 

　
　 

　 （
開
新
高
２
年
）

全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
高
等
学
校
選
手
権
大
会

・ 

立
野
　
駿
介
　
　
　
　（
川
内
商
工
高
１
年
）

全
国・九
州
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
大
会

全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
高
等
学
校
選
手
権
大
会

・ 

古
川
　
千
裕
　
　
　
　（
鹿
児
島
実
業
高
２
年
）

全
国・九
州
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
剣
道
大
会

全
国・九
州
高
等
学
校
選
抜
剣
道
大
会

・ 

二
渡
　
紀
香
　
　
　
　（
樟
南
高
２
年
）

全
国・九
州
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
剣
道
大
会

・ 

宮
園
　
真
唯
子
　
　   （
錦
江
湾
高
３
年
）

【
青
少
年
表
彰
　
文
化
部
門（
団
体
）】

『
夏
の
祭
典
』「
器
楽
合
奏
の
部
」金
賞

『
春
の
祭
典
』「
小
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
部
」・

「
独
奏
の
部
」金
賞

全
日
本
リ
コ
ー
ダ
ー
コ
ン
テ
ス
ト

・ 

栗
野
中
学
校
音
楽
部

教
育
委
員
会
表
彰

個
人
39
名　

団
体
３
団
体（
敬
称
略
）

「集い」「学び合う」「高め合う」

令和６年度　湧水町生涯学習推進大会
　

令
和
７
年
３
月
２
日（
日
）栗
野
中
央
公
民
館
に
お
い
て
、「
令

和
６
年
度 

湧
水
町
生
涯
学
習
推
進
大
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、地
区
公
民
館
や
地
区
子
ど
も
会
、学
校
や
公
民
館

学
級
が
熱
心
に
取
り
組
ま
れ
た
活
動
の
報
告
パ
ネ
ル
が
展
示
さ

れ
、来
場
者
の
目
を
惹
き
つ
け
て
い
ま
し
た
。

　

大
会
は
、公
民
館
学
級
の「
オ
カ
リ
ナ
教
室
」に
よ
る
オ
カ
リ

ナ
の
あ
た
た
か
い
調
べ
に
彩
ら
れ
て
幕
を
開
け
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
表
彰
で
は
、地
区
や
文
化
、ス
ポ
ー
ツ
等
の
各
分

野
に
お
い
て
功
績
の
あ
っ
た
個
人
や
団
体
が
表
彰
を
受
け
ら
れ

ま
し
た
。ま
た
、令
和
６
年
度
公
民
館
学
級
の
修
了
書
も
授
与
さ

れ
、こ
の
一
年
間
、そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
に
懸
命
に
取
り
組
ま
れ
た
、

す
べ
て
の
公
民
館
学
級
生
の
学
習
に
対
す
る
姿
勢
を
称
え
ま
し

た
。

　

活
動
発
表
は
、公
民
館
学
級
活
動
と
し
て
、ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

教
室
の
み
な
さ
ん
が
、町
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
種
目
の
ひ
と
つ

で
も
あ
る「
キ
ャ
ッ
チ
ン
グ
・
ザ
・
ス
テ
ィ
ッ
ク
」の
実
演
を
交

え
な
が
ら
活
動
の
楽
し
さ
を
、地
区
公
民
館
活
動
で
は
、西
下
場

地
区
が
地
域
活
動
の
取
組
状
況
を
、青
少
年
活
動
で
は
、椋
鳩
十

作
品
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、「
く
り
の
図
書
館
長

賞
」を
受
賞
し
た
、吉
松
小
学
校
６
年
生
の
上
原
琴
音
さ
ん
に
よ

る
、動
物
愛
護
へ
の
思
い
を
綴
っ
た
読
書
感
想
文
の
朗
読
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
別
講
演
で
は
、椋
鳩
十
生
誕
一
二
〇
周
年
を
記
念
し
て
椋

鳩
十
さ
ん
の
お
孫
さ
ん
で
あ
り
、ご
自
身
も
児
童
文
学
作
家
と

し
て
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
久
保
田
里
花
さ
ん
に
よ
り
、「
椋
鳩
十

感
動
は
人
生
の
窓
を
開
く
」と
題
し
て
、椋
鳩
十
さ
ん
の
生
い
立

ち
や
共
に
過
ご
し
た
思
い
出
、「
大
造
じ
い
さ
ん
と
ガ
ン
」な
ど

栗
野
岳
を
舞
台
と
し
た
作
品
の
誕
生
の
背
景
や
読
書
の
大
切
さ

を
織
り
交
ぜ
て
、講
演
を
頂
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
参
加
者
が
心
を
一
つ
に
し
、「
集

い
」、「
学
び
合
う
」、「
高
め
合
う
」こ
と
が
で
き
、と
て
も
充
実
し

た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

教育委員会表彰
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会場を和やかにしたニュースポーツ教室の活動発表

【
青
少
年
表
彰
　
文
化
部
門（
個
人
）】

全
日
本
小
中
学
生
ロ
ボ
ッ
ト
選
手
権

第
三
位　
『
レ
ス
キ
ュ
ー
大
賞
』

・ 

竹
野
　
伊
弦
　
　
　
　（
上
場
小
６
年
）

き
の
こ
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会

林
野
庁
長
官
賞（
最
優
秀
賞
）

・ 

内
村
　
鈴
梛
　
　
　   （
霧
島
高
３
年
）

【
青
少
年
表
彰
　
ス
ポ
ー
ツ
部
門（
個
人
）】

全
日
本
少
年
少
女
空
手
道
選
手
権
大
会

・ 

吉
村
　
和
輝 

　
　 

　 （
吉
松
小
１
年
）

・ 

赤
谷
　
和
奏
　
　
　
　（
栗
野
小
１
年
）

・ 

福
元
　
衣
都 

　
　 

　 （
栗
野
小
３
年
）

・ 

坂
口
　
仁
琥
　
　
　   （
栗
野
小
４
年
）

・ 

吉
村
　
智
希
　
　
　
　（
吉
松
小
５
年
）

九
州
各
県
地
域
選
抜
学
童
軟
式
野
球
in
八
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
鹿
児
島
県
選
抜
選
手
）

・ 

橋
　
琉
ノ
心
　
　
　
　（
轟
小
６
年
）

九
州
ク
ラ
ブ
ユ
ー
ス(

Ｕ

−13)

サ
ッ
カ
ー
大
会

・ 

花
堂
　
春
馬
　
　
　
　（
栗
野
中
１
年
）

・ 

西
　
佑
真
　
　
　
　
　（
栗
野
中
１
年
）

全
国
中
学
生
空
手
道
選
抜
大
会

・ 

亀
澤
　
勇
映
　
　
　
　（
栗
野
中
１
年
）

・ 

小
川
　
結
里
歩
　
　
　（
栗
野
中
１
年
）

・ 
山
内
　
梨
聖
　
　
　
　（
栗
野
中
２
年
）

全
国
中
学
生
空
手
道
選
手
権
大
会

全
国
中
学
生
空
手
道
選
抜
大
会

・ 

竹
ノ
上
　
心
優  （
鹿
児
島
第
一中
２
年
）

九
州
ク
ラ
ブ
ユ
ー
ス(

Ｕ

−15)

サ
ッ
カ
ー
大
会

・ 

田
島
　
渉
羽
　
　
　
　（
栗
野
中
２
年
）

夏
季
九
州
選
手
権
硬
式
少
年
野
球
大
会

・ 

今
和
泉
　
雄
斗
　
　
　（
栗
野
中
２
年
）

全
国
中
学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

・ 

稲
毛
　
彩
愛
　
　
　
　（
栗
野
中
２
年
）

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュニ
ア
オ
リ
ン
ピッ
ク
カ
ッ
プ

全
国
高
等
学
校
空
手
道
選
抜
大
会

鹿
児
島
県
中
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

『
夏
の
祭
典
』「
器
楽
合
奏
の
部
」金
賞

『
春
の
祭
典
』「
小
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
部
」・

「
重
奏
の
部
」金
賞

・ 

吉
松
中
学
校
マ
ン
ド
リ
ン
部

【
青
少
年
表
彰
　
ス
ポ
ー
ツ
部
門（
団
体
）】

笹
川
杯
争
奪

全
九
州
少
年
少
女
空
手
道
選
手
権
大
会

・ 

湧
水
空
手
ク
ラ
ブ

“ 人 ” 輝く「ふるさと湧水」の創造
～ともに学び　活かす　生涯学習のまちづくり～

特別講演　久保田　里花 氏
児童文学作家　久保田里花さんによる特
別講演

第8回椋鳩十作品読書感想文コンクール
くりの図書館長賞
感想文「カワウソの海を読んで」の朗読
吉松小学校6年生　上原琴音さん

オープニングに華を添えたオカリナ教室の皆さん
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わくわくゆうすい
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　２月２３日（日）に湧水町国際交
流協会が主催する「アジアの料理交
流会」が開催されました。
　今回のイベントは，町内在住の外
国人と協会の会員との交流を目的に，
町内の外国人受入企業にご協力をいただき，自
慢のアジア料理（ミャンマー５品，ネパール２
品，ベトナム２品，日本２品）を調理していた
だきました。
　料理交流会では，各協力企業や外国人の方々
の紹介なども行われ，各国のおいしい料理を一
緒に堪能しながら，会員と外国人同士の交流を
深めていました。
　今後も外国文化を通じて交流しながら，異文
化の理解を深める取り組みを進めます。

九州北清株式会社様より
ご寄附を頂きました

　３月25日（火），宮崎県小林市に
本社を置く九州北清株式会社代表取
締役社長前野慶太氏が湧水町役場栗野庁舎を来
庁され，「子供たちの活動振興支援事業」のた
めに役立てていただきたいとして本町へ寄附を
されました。
　ご意向に沿って，大切に活用させていただき
ます。

　KKB鹿児島放送が主催するかごし
まオールトヨタ フォトドライブプロ
ジェクトにおいて，魚野フライトエ
リアがフォトドラアワードに認定さ
れ，3月25日（火）に認定式が行わ
れました。
　フォトドラは，「車に乗って訪れることで鹿
児島の魅力を体感する」をテーマにしたプロ
ジェクトで，湧水町では丸池湧水，栗野岳八幡
大地獄，霧島アートの森に続き4ヶ所目の認定
となりました。

2/23
（日）

3/25
（火）

3/25
（火）

地熱発電事業に関する
立地協定締結

　
　栗野岳周辺において地熱発電に有
望な地熱貯留層が存在していると期
待できることから，兵庫県加古川市に本社のあ
る株式会社町おこしエネルギー（代表取締役会
長兼社長　沼田昭二氏）のグループ会社として，
株式会社湧水町おこしエネルギー（代表取締役　
岡本道暁氏）が設立されました。この度地熱発
電施設を新設することに伴い，本町と立地協定
を締結しました。
　今後，地熱発電施設の新設により，地域にお
ける就業の場の創設，地域経済の浮揚発展等が
期待されます。

3/25
（火）
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　３月29日（土），運休している肥薩線の早期復旧を願い，停車場地区の駅前レディースが中心と
なり，第１回吉松駅桜まつりが開催されました。
　笑顔あふれるおもてなしでの桜もちとお茶のふるまいや，古布を使って桜の花を作成するワー
クショップがあり，吉松駅周辺に咲く桜のもと多くの方々でにぎわいました。

第１回吉松駅桜まつり
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湧水町消防団春季訓練
　３月２日（日），町内各地で実際の火災を想定して消火訓練を行う「火災想定訓練」を実施し
ました。訓練では本部からの指揮命令に従い，火災想定場所付近の水利（消火栓や防火水槽）か
ら消防車等を使用して火点へ放水を行いました。この訓練は，春の全国火災予防運動週間に合わ
せ毎年実施しており，消防団員の規律や資機材の取扱技術の向上を目的に開催しています。
　また，同日に栗野防災ステーションにて「チェンソー取扱講習会」を実施しました。消防団に
在籍している北姶良森林組合の職員が講師となり，日頃の点検方法や倒木の伐採方法を学びまし
た。消防団員は，台風が通過後，地域の巡回を行い道路の通行に支障がある倒木の撤去を行うこ
ともあるため，定期的にチェンソー取扱講習を開催しています。
　今後も住民の生命財産を守る地域防災力の中核として様々な訓練を行い，消防力・防災力の向
上に努めていきます。
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　消防団員は普段，本業の仕事を持つ傍ら，災害発生時には消火，警戒など
の消防活動を行います。また，平常時は消防訓練等の参加や防火啓発活動を
行う，地域防災の担い手です。

湧水町消防団　消防団員募集

入団資格

問合せ先

待遇や補償

活動内容

湧水町役場栗野庁舎
総務課　消防係　ＴＥＬ0995-74-3111（内線2213）

1. 湧水町の区域内に居住する者
2. 年齢18歳以上の者
3. 志操堅固で，かつ，身体強健な者

・消防団員には，階級区分に応じて，一定の金額が報償として支給されます。
・災害や訓練に出動した場合には，出動手当が支給されます。
・一定期間以上団員として活動して辞める方には，退職報償金が支給されます。
・消防団活動に必要な被服を貸与します。
・災害や訓練で怪我をした場合には，公務災害補償制度があります。

【平常時】
・火災予防などの広報活動
・初期消火・応急救護などの防災指導
・地域行事（祭りなど）での警戒活動

【災害時】
・消防署と連携した消火活動
・住民の救護活動や避難誘導
・現場での情報収集や広報及び警戒活動

自然の恵を生かした料理で林野庁長官賞
　霧島高等学校３年生の内村　鈴梛さん（北方地区）は，３月３日（月）に東京都の服部栄養専門学校
で開催された「第37回きのこ料理コンクール全国大会」に鹿児島県代表として出場し，参加総数1,731点
（全国大会11点）の中から内村さんがレシピを考案し，調理した『森のめぐみ香るあんぱん～きのこと
あんこのハーモニー～』が，見事「林野庁長官賞」（最高賞）を受賞しました。
　この料理は，白パンをしいたけの風味と霧島茶の色を生かした生地にアレンジし，しいたけの佃煮を
混ぜた甘塩っぱいあんこを詰めたもので，審査員から，「パン生地にもあんこにも乾しいたけのコクと
旨味が感じられて，食感も楽しめた。」との高い評価を受けました。

林野庁長官賞を受賞した
森のめぐみ香るあんぱん
～きのことあんこのハーモニー～
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令和７年度　一般会計当初予算

77億1,429万2千円
　令和７年度の当初予算は，一般会計と特別会計を合わせると 104 億 8,755 万 2 千円となりました。また，
企業会計である水道事業会計の予算は 11 ページ『別表２』のとおりです。令和７年度は，４月に町長・
町議会議員の任期満了を迎えるため，新規事業や政策的経費を除いた「骨格予算」として編成しました。
ただし，下場土地区画整理事業や義務的経費及び施設の維持管理経費などの経常的経費のほか，予算の
執行時期の関係で住民のみなさんの生活に影響が懸念される経費については，その必要額を計上してい
ます。

【一般会計の状況】
　一般会計は総額 77 億 1,429 万 2 千円で，令和６年度に比べ 3,145 万 6 千円（比率で約 0.4％）の増額
となりました。これは，令和７年度当初予算においては自治体システム標準化移行に係る経費の計上や
児童手当法の改正に伴う児童手当の増等が主な要因です。
　歳出の主な内容としては，上述の理由により，「総務費」が 9,842 万 3 千円（9.4％），「民生費」が 1
億 6,739 万 4 千円（9.6％）の増となっています。また，「教育費」が小学校のバリアフリー化に係る工
事及び給食センターのボイラー修繕等により，5,300 万 9 千円（8.6％）の増となっています。その他
歳出の主な内容については 12 ～ 13 ページのとおりです。
　歳入については，上述の児童手当等の財源となる「国庫支出金」が 1 億 1,205 万 3 千円（16.0％）の
増となったため，依存財源は 1 億 4,126 万 3 千円（3.1％）の増となり，その割合は全体の 60.8％と，依
然として高い状況にあります。自主財源についてはふるさと応援寄附金の見込み減により，1 億 980 万
7 千円（3.5％）の減となり，その割合は全体の 39.2％となっています。
　公金横領に伴う元職員の弁償金は 64,370 千円を計上しています。

◎当初予算総額の推移（一般会計）

※用語解説
・骨 格 予 算 ：法令上の定めはありませんが，地方公共団体（町）の長や議員の選挙時期等の関係で政

策的な判断ができにくいという観点から，政策的経費等の予算計上を避け，必要最小限
度の経費を計上する予算のことです。

・ 自 主 財 源 ：町税や使用料などのように，町が自主的に徴収・収納することができる財源。この財源
が多いほど行政活動の自主性と安定性が確保されます。

・ 依 存 財 源 ：地方交付税や国県支出金など，国や県の制度により町に交付される財源。国の予算や施
策に大きく影響を受けます。
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◎一般会計以外の各会計予算規模（別表２）

◎町民１人あたりの一般会計歳出予算額（別表１） ※（　）内は令和６年度

区　　分 令和７年度予算額 令和６年度予算額 増　　減　　額 増減率

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 事 業 12億8,882万2千円 14億2,036万5千円 ▲1億3,154万3千円 ▲9.26％

介 護 保 険 事 業 12億8,929万6千円 12億9,609万7千円 ▲680万1千円 ▲0.52％

後期高齢者医療事業 1億9,514万2千円 1億8,924万7千円 589万5千円 3.11％

企
業
会
計

水
道
事
業
会
計

収益的
収　入 2億74万8千円 2億168万4千円 ▲93万6千円 ▲0.46％

支　出 2億31万円 1億9,710万6千円 320万4千円 1.63％

資本的
収　入 1,370万6千円 2,036万6千円 ▲666万円 ▲32.70％

支　出 1億2,799万1千円 1億2,945万5千円 ▲146万4千円 ▲1.13％

町 民 １ 人
あ た り の
歳 出 予 算 額

民 生 費 総 務 費 公 債 費 衛 生 費
高齢者の福祉増進や子育て
支援など

行政運営や地域振興，戸籍
事務など

これまでの施設整備などで
借りた借金の返済

健康増進やごみ，し尿の処
理など

　938,250円
（918,890）

233,614円 139,353円 106,870円 103,763円
（209,710） （125,265） （108,538） （102,029）

令和７年3月31日現在
人口　8,222人

土 木 費 教 育 費 農林水産業費 消 防 費 そ の 他
道路や都市計画，公営住宅
の管理など

学校，幼稚園の管理や生涯
学習の推進など 農業，林業，畜産業の振興など 消防・救急業務など 議会運営，商工観光の振興，

災害復旧など
91,857円 81,110円 66,651円 51,667円 63,365円
（110,411） （73,422） （65,906） （55,245） （68,364）

◎歳出の目的別分類の状況（一般会計） ◎歳入の状況（一般会計）
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美しいまち」に向けた令和７年度の主な事業の概要
●子ども・子育て支援事業や保育所運営事業及び母子保健事業【健康増進課】
　新生児子育て応援給付金等の給付及び妊産婦の健診や産後ケア施設利
用者に対する助成を行うことで，児童福祉及び母子保健の向上を図ると
ともに，保育料の無償化を行うことで，誰もが安心して子どもを生み育
てる社会づくりを推進します。

●鳥獣被害防止総合対策事業【産業振興課】
　有害鳥獣による農作物被害を防ぐため，狩猟免許取得や電気柵・ワイ
ヤーメッシュ柵などに係る費用を補助することで，農家の生産意欲の向
上を図ります。

●湧水町産米生産支援対策事業【産業振興課】
　町制 20 周年記念事業として，町内外のイベント等で湧水米の配布を行
うことで，湧水米の魅力を伝えるとともに，ブランドの更なる確立を目
指します。

●森林環境税関係事業【産業振興課】
　森林が伐期を迎え伐採が増加している中，森林環境譲与税を活用し，
森林経営管理制度及び再造林の推進を図ります。
　令和７年度からは，人工造林・シカ柵・下刈りに対し，新たに補助を行い，
森林整備を促進します。

●商工業支援事業【商工観光 PR 課】
　町内の商工業者の環境整備 ( 事業承継，空き店舗出店，店舗リフォーム，女性・
若者・シニア起業，移動販売車導入 ) に係る経費の一部を助成し経営の活性化・
発展を図ります。併せて，町内の商工業全体の活性化を図ります。

●定住促進事業【商工観光 PR 課】
　人口減少対策として，空家バンクに登録された空家のリフォーム費用等
に対する支援や，町内に新築住宅を取得 ( 建設・購入 ) した方に対する補
助を行います。
　令和７年度からは，移住サポートセンターを開設し，移住促進と移住後
のサポート , 及び地域と移住者間のコミュニケーションの推進を図ります。

●保育所等給食等支援事業及び学校給食管理事業【健康増進課・教育総務課】
　町内の小中学校，幼稚園及び保育園の給食費の無償化を行うことで，
物価高騰による保護者の負担軽減を図るとともに，栄養バランスや量を
保った従前どおりの給食を実施します。

●高齢者元気度アップ事業【長寿福祉課】
　高齢者地域支え合いグループポイント事業や介護人材確保ポイント事業
に登録された高齢者グループ等の活動に，商品券と交換できるポイントを
付与して，活動の推進を図ります。

●地域生活支援事業【長寿福祉課】
　地域で生活する障害のある人のニーズを踏まえ，地域の実情に応じた
柔軟な事業形態で，福祉サービスを実施します。
　令和７年度からは，新たに障害者 ( 児 ) の訪問入浴サービスを行います。

保
健
・
福
祉
の
増
進

産
業
・
地
域
の
振
興
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「人と自然が織りなす芸術のまち 心豊かで伸びゆく
令和７年度の当初予算に計上された主な内容についてご紹介します。

●各学校管理事業【教育総務課】
　小・中学校の適正な管理に努めるとともに，学校図書の更新等を行い，
学習環境の充実を図ります。
　令和７年度は栗野小学校・幸田小学校・上場小学校・吉松小学校のバリ
アフリー化に係る工事を行います。
　さらに，教育業務支援員の配置を行い，教員がより児童生徒への指導や
教材研究に注力できる体制を支援します。

●町内の道路等維持補修及び改良舗装【建設課】
　老朽化した町道の維持補修や改良舗装工事等を行い，安全で利便性の高
い道路，交通体系の整備に努めます。

●生涯学習大会事業【生涯学習課】
　生涯学習大会を開催することで，町民が自主的で継続した生涯学習活動
の成果をもとに，町民が心豊かで生きがいのある生活とうるおいに満ちた
活力があるひとづくり，並びにふるさとづくりに活かします。
　令和７年度は，町制 20 周年記念として特別講演を行うことで，町民の
見識を広め，生涯学習の推進を図ります。

●農業水利施設保全合理化事業【建設課】
　農業水利施設の整備を行い，農業生産の近代化及び農業生産物の流通合
理化を図ります。
　令和７年度は，北方新田２地区の農業用用排水施設の更新整備に伴う測
量・設計を行います。

●吉松駅周辺まちづくり事業【まちづくり推進課】
　吉松地域の災害時における避難所機能強化を図るため，令和 7 年度は旧
あいら農協施設を停車場地区集会所兼避難所に改修します。

●盛土規制事務事業【まちづくり推進課】
　宅地造成，特定盛土等又は土石の堆積に伴う崖崩れ又は土砂の流出によ
る災害の防止のための必要な規制を行うことにより町民の生命及び財産の
保護を図ります。

●自治体 DX 推進事業【企画財政課】
　自治体システム標準化対応や国が施行した「地方公共団体情報システム
標準化に関する法律」に基づき，国と地方公共団体の共通クラウド基盤を
利用することで，社会情勢の変化に合わせた対応を行います。
　また，栗野・吉松両庁舎，いきいきセンター研修室，栗野中央公民館大
ホールのネットワーク環境を無線化することにより，職場環境の DX 推進
を図ります。

●各地区の公民館施設及び集会所の整備【生涯学習課】
　各地区の公民館施設及び集会所を計画的に整備・改修し，地区公民館活
動の充実を図ります。
　令和７年度は青少年自立自興館の床修繕を行います。

教
育
・
文
化
の
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興
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問い合わせ先 栗野庁舎　健康増進課　７４－３１１１（内線 ２１０６）

健
康
増
進
だ
よ
り

◎国民健康保険・後期高齢者医療制度に加入している方が，交通事故や他
人の飼い犬に噛まれたなど，第三者（自分以外）の行為によって負傷した
場合，傷病届を提出することが義務付けられています。

■第三者行為とは
　●  交通事故（自動車・自転車事故等）
　●  他人の飼い犬に噛まれた
　●  購入食品や飲食店等での食中毒
　●  他人から受けた暴力　など

■このような場合も届出が必要です
　●  自損事故の場合
　●  相手が不明な場合
　●  同乗中の事故などで，相手（加害者）が家族や親戚の場合
　●  ご自身の過失が大きい場合

※相手方との取り決めや示談の前に，下記「問い合わせ先」までご連絡ください。示談内容によっては，
　第三者行為による治療費であっても，被保険者ご自身で負担しなければならない場合があります。

■健康保険が使えないとき
　●  通勤中や業務中の負傷（労災保険の対象）
　●  不法行為（飲酒運転や無免許運転など）によるけが

※けんかや泥酔による傷病については，健康保険が使用できない場合があります。

詳しくは，下記問い合わせ先へご相談ください。

国民健康保険・後期高齢者医療制度に加入されている方へ

第三者行為により負傷した場合は，
届出をお願いします

　交通事故や飲食店等での食中毒など，第三者（加害者）の行為によって，けがや
病気になった場合，本来，治療費（過失相当分）は加害者が全額負担するのが原則
です。しかし，話し合いや賠償請求が遅れるため，一時的に健康保険の給付を受
けて治療することができます。
　この場合，健康保険で負担した費用は，加害者に代わり一時立て替えている状
況となるため，後日，加害者にその治療費を請求することになります。

湧水町役場健康増進課内 
直通　0995-74-3222



湧水町役場健康増進課内 
直通　0995-74-3222

15 　広報 ゆうすい  Vol. 241　2025.4



広報 ゆうすい　16



17 　広報 ゆうすい  Vol. 241　2025.4

　

〇
期
日
：
２
月
２
日
（
日
）

　

〇
場
所
：
樋
脇
総
合
運
動
場
体
育
館

▼
低
学
年
団
体
の
部

　

第
３
位　

吉
松
剣
道

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

（
先
鋒
）　

石
川　

司
真

（
吉
松
小
３
年
）

（
中
堅
）　

近
藤　

蒼
空

（
吉
松
小
４
年
）

（
大
将
）　

吉
尾　

太
志

（
吉
松
小
４
年
）

　

〇
期
日
：
３
月
11
日
（
火
）

　

〇
場
所
：
吉
松
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

優　

勝　
森
藤　

智
江
・
白
川　

通
子

　
　
　
　
　

（
つ
つ
は
の
同
好
会
）

第
２
位　
竹
下　

京
子
・
宮
越　

凉
子

　
　
　
　
　
　
　

（
丸
池
同
好
会
）　

第
３
位　
永
山　

芳
春
・
樋
之
口　

忠

　
　
　
　
　
　
　

（
遊
和
同
好
会
）

　

〇
期
日
：
３
月
１
日
（
土
）
・

２
日
（
日
）
・
８
日
（
土
）

　

〇
場
所
：
高
原
町
中
央
運
動
公
園
他

第
３
位　

湧
水
ス
ラ
ッ
ガ
ー
ズ

　

〇
期
日
：
３
月
15
日
（
土
）
・

16
日
（
日
）
・
22
日
（
土
）

　

〇
場
所
：
伊
佐
市
菱
刈

農
村
グ
ラ
ウ
ン
ド

準
優
勝　

湧
水
ス
ラ
ッ
ガ
ー
ズ

　

〇
期
日
：
３
月
29
日
（
土
）
・

30
日
（
日
）

　

〇
場
所
：
船
津
グ
ラ
ウ
ン
ド

優
勝　

湧
水
ス
ラ
ッ
ガ
ー
ズ

★
５
月
３
日
・
４
日
の
県
大
会
出
場

第
５
回
タ
イ
ヨ
ー
武
道
具

剣
道
錬
成
大
会

湧
水
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
協
会
ペ
ア
大
会

第
14
回
吉
都
線
１
０
０
周
年
記
念

学
童
交
流
野
球
大
会

第
41
回
忠
元
公
園
桜
ま
つ
り

学
童
軟
式
野
球
大
会

令
和
７
年
度
高
円
宮
賜
杯（
マ

ク
ド
ナ
ル
ド
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
）

姶
良
地
区
予
選

ゆ
う
す
い
の

ス
ポ
ー
ツ
（
敬
称
略
）
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林野火災に注意しましょう！
　本町の山林は，植栽から50年から60年を迎えた木が多く，木材の原料はもとより，空気の浄化，
水源かん養（雨水を吸収して水源を保ち，河川の流量を調節する機能のこと。），土砂崩れ防止
等の重要な働きがあります。
　山林の火災は，消火活動が困難で延焼が早く，一度焼失すると再生まで長い歳月がかかります。
　４～５月は空気が乾燥し風も強く，山菜採りなどの入山者が増加することから，注意が必要で
す。入山や，山中での作業の際は，次のことに気をつけましょう。

◆山火事予防の注意点
・風が強いとき，空気が乾燥しているときは，たき火や野焼きはやめましょう。
・たばこの投げ捨ては絶対にやめましょう。
・火遊びは絶対やめましょう。
・山火事を発見したら，すぐ消防署に連絡しましょう。

◆山火事予防の注意点
　山菜採りなどで山に入る機会も多くなりますが，山ではルールとマナーを守り，安全の確保と
ともに豊かな森の保護に協力をお願いします。
・火気の取り扱いに十分注意し，タバコの投げ捨ては絶対にやめましょう。
・個人の山や土地に入る時は，許可をもらってから入りましょう。 
・ごみの不法投棄はやめましょう。 
・単独での入林は避けて，家族などに知らせてから複数で出かけましょう。

湧水を守るため
森林を知ろう！ 作ろう！ 守ろう！

空気が乾燥し山火事発生の危険性が高い時季です。
山火事のほとんどは人の不注意により発生しています。
一人一人が火の取り扱いに注意し，山火事を防ぎましょう。

湧水町の畜産を盛り上げよう！町春季畜産共進会
　３月26日（水）に栗野竹田家畜審査場で町春季畜産共進会が開催され，発育や品位，資質などの審査
が行われました。
　成績は次のとおりです。

町共進会の成績
若雌１部　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

成　績 出品者 地　区 名　号
最優秀賞1席 大重 翔一朗 鶴丸 うめこ ※
最優秀賞2席 興邊　雄次 轟 はるうめ ※
最優秀賞3席 大重 毅 鶴丸 うめひめ ※

若雌２部　　　　　　　　　　　　　　　　　
成　績 出品者 地　区 名　号

最優秀賞1席 興邊 雄次 轟 つき ※
最優秀賞2席 興邊 　貢 轟 にわひめ ※
最優秀賞3席 拵　 正人 東中下場 すみれ

※印の牛は４月18日（金）に姶良中央家畜市場で開催さ
　れる 「第３１回姶良春季畜産共進会」に出品されます。

←当日は春休み
ということも
あり，将来の
担い手候補の
姿も見受けら
れました。

↑審査を受ける出品牛
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消費生活相談員出前講座の実施について

相談窓口

栗野庁舎　商工観光ＰＲ課　７４－３１１１（内線 ２２８４）
（相談無料，秘密厳守，通話料：相談者負担）
◎受付時間　平日8：30～12：00　13：00～16：30　※土日，祝日，年末年始を除く
県消費生活センター　０９９－２２４－０９９９　
◎受付時間　【月～金】９：00 ～ 17：00　【土】10：00 ～ 16：00

　全国的に増加している消費者問題の啓発として，消費生活相談員が地域や自治会に出向き，
身近な公民館などで消費者問題を学べる講座を開設します。
　希望する場合は事前に商工観光 PR 課へご相談ください。

日　　時 原則として平日 午前9時から午後4時内での
実施

場　　所 会場の確保をお願いします。会場の費用はご
負担ください。

人　　数 5名以上（応相談）

講座時間 30分～ 60分程度

費　　用 無料

お気軽に
お問い合わせ
ください！！

　令和６年度の市町村振興助成事業（宝くじ助成金）を活用し，アーモンド振興事業の一環として
令和７年１月に特産物集出荷加工施設を北方地区に整備しました。
　今後は本町で生産された特産物の集出荷及び加工を行い，生産性の高い特産品の創出を図ります。

特産物集出荷加工施設を整備しました！



広報 ゆうすい　20

★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★

★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★

Hello!
! ALT

グラント
・ホビー

　こんにちは,湧水のみなさん！お元気ですか？
やっと少し暖かくなってきて嬉しいです！
　日本に来て２回目の４月がやってきました。

私の故郷では,４月といえばたくさん雨が降る時期でしたが,日本で
は,桜の季節です。今年もまた美しい桜をたくさん見ることができ
て,とても最高です。
　今回のニューズレターでは,日本と私の故郷ワシントン州のつな
がりについてお話ししたいと思います。ワシントン州は１８８９
年に設立されました。ワシントンが州になる以前の１８３４年に
３人の日本人の若者が船で遭難し,フラッタリー岬に漂着しました。
それが,日本人がアメリカ本土に足を踏み入れた最初といわれてい
て,それ以降,多くの日本人がワシントン州に移住してきました。ワシントン州にある大きな公園は,
多くの日本人労働者が住んでいたことから,ジャパニーズ・ガルチと名付けられています。州全体に
日本文化を感じられるものがいくつかあります。たとえば,私が通っていたコミュニティカレッジに
は,日本式の枯山水庭園がありました。ワシントン州にはアメリカ椿大神社という神社もあります。
　今回掲載する写真は私とワシントン州出身の親友のマシュー・フィッシャーの写真ですが,彼のお
母さんは岩手県生まれです！

ワシントン州の日本文化

私と親友のマシュー

蔵出し
コレクション展

ナムジュン・パイク　
《世界で最も有名なへぼピアニスト》1987年

　ユーモアのあるタ
イトルには，音楽家
を志していた本人の
思いが込められてい
ます。1950年代に
製造されたテレビな
ど，制作当時として
も古い製品を材料の

1つとして使っています。ピアノに見立てて組み立
てられた黒く光る本体，テレビモニターの金色の
縁取り，斬新でカラフルな映像，それらの対比を
含めた造形の美しさも見どころといえるでしょう。

■会　期　4月23日（水）〜 6月27日（金）
■会　場　アートホール
＊入園料のみでご覧いただけます。
＊月曜日休園〔4月28日（月）・5月5日（月・祝）は開園，
　　　　　　 5月7日（水）は休園〕

問い合わせ先　鹿児島県霧島アートの森　TEL 74-5945

　コレクション展では，屋内の所蔵作品を年数回に分けて展示・公開しています。
　作品解説カードを手がかりに作者との対話を楽しみながら鑑賞できる空間になっています。
　今回は開園25周年企画として，普段展示する機会の少ない最上嘉之の作品資料も合わせて展示します。

発見楽しみ工房のご案内
　ゴールデンウィークは素敵な作品を作って楽しん
でみませんか。どなたでも参加できます。
5月3日（土・祝）

「ドリッピングでオリジナルバッグを作ろう」
講師：中島 眞 （湧水町立吉松中学校教諭）
　キャンバス生地のバッグにドリッピング（絵の具を
たらす技法）をしてオリジナルバッグを作ります。

■定員：15名　■時間：13時30分から２時間程度 
■材料費：200円（別途入園料が必要です。）
＊要事前申し込み。詳しくは霧島アートの森
　ホームページ等をご覧ください。
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くりの図書館に行こう！

【開館時間】１０：００～１８：００
【休 館 日】毎週月曜日，祝日（こどもの日・海の日・文化の日を除く），毎月第４木曜日， 年末年始
                （12/29 ～ 1/3）

【問い合わせ先】くりの図書館　74-1821

大人のためのおはなしの時間

ぼくとわたしのおはなしの時間

　３月８日（土）に，大人のためのおはなし
の時間を開催しました。
　絵本の読み聞かせや物語の朗読を行い，
参加してくださった方は真剣に聞き入って
いました。

　３月13日（木）に，ぼくとわたしのおはな
しの時間を，よしまつふれあいの家で開催
し小学生から大人の方まで参加してくださ
いました。
　子どもたちが率先して読み聞かせを手
伝ってくれ，大きな声で元気にお話してく
れてとても楽しい時間となりました。

　くりの図書館のカードをお持ちの方で，
氏名・住所・電話番号等の変更がある方は職
員までお申し付けください。
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[ 係長級 ] つづき
新 旧 氏       名

教育委員会生涯学習課
社 会 教 育 係 長
兼 文 化 振 興 係 長

教育委員会生涯学習課
文 化 振 興 係 長

岩下　浩也

農 業 委 員 会 事 務 局
農 地 係 長
兼 管 理 調 整 係 長

農 業 委 員 会 事 務 局
管 理 調 整 係 長

吉村　明恵

[ 係員 ]　　　　　　　　　　　　　　　　    　　　　 
新 旧 氏       名

総 務 課 主 幹 総務課危機管理防災係長 長野　祐一
地 域 総 務 課 主 幹
兼 住 民 税 務 課
吉 松 庁 舎 駐 在
兼 健 康 増 進 課
吉 松 庁 舎 駐 在
兼会計課吉松庁舎駐在

産 業 振 興 課 主 幹 永山　智彦

住 民 税 務 課 主 査
（ 吉 松 庁 舎 駐 在 ）

住 民 税 務 課 主 査 永 吉 　 香

商 工 観 光 Ｐ Ｒ 課 主 査
教 育 委 員 会
教 育 総 務 課 主 査

山門　芳貴

商 工 観 光 Ｐ Ｒ 課 主 査
教 育 委 員 会
生 涯 学 習 課 主 査

薗田　麻実

商 工 観 光 Ｐ Ｒ 課 主 査
（鹿児島県文化振興財団派遣）

商 工 観 光 Ｐ Ｒ 課 主 任
（鹿児島県文化振興財団派遣）

徳永　博元

建 設 課 主 査
教 育 委 員 会
生 涯 学 習 課 主 査

猪俣　武志

総 務 課 主 任

地 域 総 務 課 主 任
兼 住 民 税 務 課
吉 松 庁 舎 駐 在
兼 健 康 増 進 課
吉 松 庁 舎 駐 在
兼会計課吉松庁舎駐在

秋元　弦太

企 画 財 政 課 主 任 総 務 課 主 任 橋本　尚大
産 業 振 興 課 主 任 総 務 課 主 任 宮原　貴朗
水 道 課 主 任 建 設 課 主 事 上新原玲旺
教 育 委 員 会
生 涯 学 習 課 主 任

教 育 委 員 会
生 涯 学 習 課 主 事

山下　愛菜

総 務 課 主 事 総 務 課 主 事 補 加連川ひなた

健 康 増 進 課 主 事
教 育 委 員 会
生 涯 学 習 課 主 事

宮 路 　 彪

教 育 委 員 会
教 育 総 務 課 主 事

企 画 財 政 課 主 事 補 祝田　彪磨

総 務 課 主 事 補 長 寿 福 祉 課 主 事 補 宮原　颯人
企 画 財 政 課 主 事 補 商工観光ＰＲ課主事補 堂薗　拓海
住 民 税 務 課 主 事 補 企 画 財 政 課 主 事 補 坊野　光陽
住 民 税 務 課 主 事 補
（選挙管理委員会書記併任）

住 民 税 務 課 主 事 補 木原　海翔

教 育 委 員 会
生 涯 学 習 課 主 事 補

住 民 税 務 課 主 事 補 岩戸　奏冴

[ 暫定再任用 ]　　　　　　　　　　　　　　　   　 　      
新 旧 氏       名

企 画 財 政 課 主 任 企 画 財 政 課 監 理 官 田底　敏郎

教 育 委 員 会
生 涯 学 習 課 主 任

教 育 委 員 会
教 育 総 務 課 主 幹
兼 吉 松 幼 稚 園 副 園 長
兼 主 任 教 諭

野元　直子

[ 定年前再任用短時間 ] ※定数外　　　　　　　　　　　　　　　   　 　      
新 旧 氏       名

会 計 課 主 任
会 計 課 長 補 佐
兼 会 計 係 長

藤崎　上子

[ 新規採用 ]　　　　　　　　　　　　　　　   　 　      
発令事項 新 氏       名

新 規 採 用 長 寿 福 祉 課 主 査 林 　 未 夢
新 規 採 用 健 康 増 進 課 主 査 水流添敬子
新 規 採 用 商 工 観 光 Ｐ Ｒ 課 主 査 梶 村 　 慶

新 規 採 用
教 育 委 員 会
生 涯 学 習 課 主 査

田中　慶子

新 規 採 用 農業委員会事務局主査 有迫公三郎
新 規 採 用 総 務 課 主 事 補 新森　大志
新 規 採 用 住 民 税 務 課 主 事 補 櫛下　優弥
新 規 採 用 健 康 増 進 課 主 事 補 山名　夏未

湧 水 町 職  員 異 動 表
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[ 課長級 ]　　　　　　　　　　            　　　　　　　　　   
新 旧 氏       名

商 工 観 光 Ｐ Ｒ 課 長
商工観光ＰＲ課長補佐
兼 移 住 定 住 推 進 室 長

福寿　裕臣

吉 松 支 所 長
兼 地 域 総 務 課 長

総 務 課 長 補 佐
（選挙管理委員会書記次長併任）

髙 城 　 章

建 設 課 長 ま ち づ く り 推 進 課 長 東 　 竜 也

ま ち づ く り 推 進 課 長

まちづくり推進課長補佐
兼吉松駅周辺開発室長
兼 都 市 計 画 係 長
兼 工 務 補 償 係 長

駒走　健一

教育委員会生涯学習課長
兼 く り の 図 書 館 長

住 民 税 務 課 長 補 佐
（伊佐湧水環境管理組合派遣）

寺師　弘祐

議 会 事 務 局 長
（監査委員書記併任）

建 設 課 長 中山　義幸

農 業 委 員 会 事 務 局 長
農業委員会事務局長補佐
兼 農 地 係 長

岩下　陽一

[ 課長補佐級 ]　
新 旧 氏       名

健 康 増 進 課 監 理 官
兼 総 合 交 流 施 設 長
兼 総 合 交 流 施 設
活 用 検 討 室 長

教育委員会生涯学習課長
兼 く り の 図 書 館 長

吉村　正人

商工観光ＰＲ課監理官 商 工 観 光 Ｐ Ｒ 課 長 三堂誠一郎
農業委員会事務局監理官 農 業 委 員 会 事 務 局 長 羽祢田浩二
教 育 委 員 会
生 涯 学 習 課 監 理 官

吉 松 支 所 長
兼 地 域 総 務 課 長

上水流英俊

総 務 課 長 補 佐
（選挙管理委員会書記次長併任）

産 業 振 興 課 主 幹
兼 林 産 振 興 係 長
兼 畜 産 係 長

亀田　尚宏

企 画 財 政 課 長 補 佐 企 画 財 政 課 財 政 係 長 菱刈　直樹
企 画 財 政 課 長 補 佐
兼 Ｄ Ｘ 推 進 室 長

企 画 財 政 課 企 画 係 長 廣瀬　孝尚

住 民 税 務 課 長 補 佐
（伊佐湧水環境管理組合派遣）

住 民 税 務 課 長 補 佐
兼 固 定 資 産 税 係 長

桐野　博文

住 民 税 務 課 長 補 佐
兼 固 定 資 産 税 係 長

企 画 財 政 課 長 補 佐
兼 管 財 係 長

坂 口 　 徹

健 康 増 進 課 長 補 佐
兼こども家庭センター長

健 康 増 進 課 長 補 佐
兼こども家庭センター長
兼 総 合 交 流 施 設
活 用 検 討 室 長

二渡　義郎

商工観光ＰＲ課長補佐
兼 移 住 定 住 推 進 室 長

商 工 観 光 Ｐ Ｒ 課
商 工 観 光 係 長
兼 広 報 係 長

富安　勝治

まちづくり推進課長補佐
兼吉松駅周辺開発室長
兼 都 市 計 画 係 長
兼 工 務 補 償 係 長

水 道 課 長 補 佐
兼 管 理 係 長

深野　慎二

教 育 委 員 会
教 育 総 務 課 長 補 佐

教 育 委 員 会
教 育 総 務 課 長 補 佐
兼 学 校 教 育 係 長

坂口　愛子

[ 課長補佐級 ] つづき
新 旧 氏       名

教 育 委 員 会
生 涯 学 習 課 長 補 佐
兼 生 涯 ス ポ ー ツ 係 長

教 育 委 員 会
生 涯 学 習 課 長 補 佐
兼くりの図書館長補佐
兼 生 涯 ス ポ ー ツ 係 長

畠中　健一

水 道 課 長 補 佐
兼 庶 務 係 長

企 画 財 政 課 長 補 佐
兼 Ｄ Ｘ 推 進 室 長

西 元 　 弾

長 寿 福 祉 課 主 幹
兼 介 護 保 険 係 長

教 育 委 員 会
生 涯 学 習 課 主 幹
兼 社 会 教 育 係 長

鶴永　哲也

長 寿 福 祉 課 主 幹
兼 長 寿 福 祉 係 長

長 寿 福 祉 課 主 幹
兼 長 寿 福 祉 係 長
兼 包 括 支 援 セ ン タ ー
吉 松 分 室 係 長

新屋　英樹

会 計 課 主 幹
兼 会 計 係 長

水 道 課 主 幹
兼 庶 務 係 長

川口　真一

教 育 委 員 会
生 涯 学 習 課 主 幹
兼 奉 仕 係 長

住 民 税 務 課 主 幹
兼 戸 籍 年 金 係 長
（選挙管理委員会書記併任）

園田ひろみ

[ 係長級 ]　　　　　　　　　　　　　　　　   　   
新 旧 氏       名

総 務 課 消 防 係 長
兼 危 機 管 理 防 災 係 長

総 務 課 消 防 係 長 吉田　和希

企 画 財 政 課 財 政 係 長
兼 管 財 係 長

教 育 委 員 会
教 育 総 務 課 主 査

増永　寛人

企 画 財 政 課 企 画 係 長 企 画 財 政 課 主 査 田中　祐馬
住民税務課戸籍年金係長 健康増進課健康保険係長 大山　千華
長 寿 福 祉 課 包 括 支 援
センター吉松分室係長

長 寿 福 祉 課 主 査 田上いづみ

健康増進課健康保険係長
健 康 増 進 課
健 や か 推 進 係 長

野本　正仁

健 康 増 進 課
健 や か 推 進 係 長

健 康 増 進 課 主 査 野口真由美

健 康 増 進 課
総 合 交 流 施 設 係 長

住 民 税 務 課 主 査 磨井　康博

産業振興課林産振興係長
兼 畜 産 係 長

長寿福祉課介護保険係長 亀澤　大樹

商 工 観 光 Ｐ Ｒ 課
商 工 観 光 係 長
兼 広 報 係 長

商 工 観 光 Ｐ Ｒ 課 主 査 園田　剛正

建 設 課 庶 務 係 長 健 康 増 進 課 主 査 牧野　真人
水 道 課 管 理 係 長 水 道 課 主 査 原口　翔平
教育委員会教育総務課
学 校 教 育 係 長

鹿児島県庁へ割愛派遣 東中尾妃呂絵

教育委員会教育総務課
吉 松 幼 稚 園 副 園 長
兼 主 任 教 諭

住民税務課住民税務係長 佐土原ミカ

湧 水 町 職  員 異 動 表
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・
こ
の
「
ゆ
う
す
い
文
芸
」
コ
ー
ナ
ー
に
句
を
掲
載
し
た
い
方
は
、

    

毎
月
10
日
ま
で
に
栗
野
中
央
公
民
館
ま
で
お
届
け
く
だ
さ
い
。

　

短　
　

歌

足
裏
に
ぐ
に
ょ
ぐ
に
ょ
感
の
記
憶
あ
り

　
「
竹
の
子
見
っ
け
！
」
祖
母
に
叫
び
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
田　

三
四
五

水
仙
の
花
プ
ラ
ン
タ
ー
に
咲
き
お
り
て

　

可
憐
な
白
春
を
知
ら
せ
り　
　
　
　

内
村　

美
代
子

け
た
た
ま
し
も
づ
の
鋭
き
声
に
起
さ
れ
ぬ

　

キ
ャ
ベ
ツ
畠
は
雪
を
か
ぶ
り
て　
　

坂
元　

美
子

青
森
で
生あ

れ
し
娘
は
色
白
で

　

名
前
は
雪
子
雪
美
人
な
り　
　
　
　

今
西　

麗
子

鶴
首
の
花
瓶
に
一
輪
挿
し
願
ふ

　

越
前
水
仙
嫋た

お

や
か
に
あ
れ　
　
　
　

榎
木　

志
津
代

木
漏
れ
陽
の
中
の
松
笠
踏
む
足あ

裏う
ら

　

い
に
し
え
び
と
と
な
り
て
浮
き
た
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

﨑
田　

ユ
ミ

傷
つ
い
た
馬
の
介
護
に
馬
小
屋
で

　

一
夜
を
明
す
父
の
姿
を　
　
　
　
　

城　

千
鶴
子

手
ご
ね
パ
ン
焼
け
る
香
り
の
厨く

り
や
べ辺
に

　

今
日
も
ふ
た
り
は
ラ
ン
チ
の
時
間　

川
野　

久
美
子

　

俳　
　

句

雨
あ
が
り
す
ぐ
消
え
て
ゆ
く
春
の
に
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
村　

房
子

　

川　
　

柳

蛇
苦
手
今
年
は
好
き
に
な
り
ま
し
た　
　

幸
田
む
つ
こ

　

薩
摩
狂
句 　
（
唱
）
福
田　

三
四
五  

孫　

玄
孫　

見
届
け
っ
爺
あ
煙け

ぶ

い
な
っ　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

店
ん
幸さ

っ

ち
ゃ
ん

　
（
唱
）
二に

ね

ん

年
間
の
付つ

っ
げ合
ま
た
会お

も
ん
そ
な

　
花
粉
症　

目
す
い
鼻
す
い
語か

た

い
か
た　
　
　
　

 
 　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
ょ
っ
し
も
た

　
（
唱
）
鼻
を
吸
ち
ゃ
目
を
擦こ

せ

っ
厄の

さ
ん介
ど

問い合わせ先 栗野中央公民館　７４－４３１３　

公民館短期講座 『パッチワーク教室』活動紹介

オリジナルな作品作りに頑張ってます！

●開催日時　第１・３金曜日　9：30～11：30

●開催場所　栗野中央公民館

●現在8名の会員。
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3
月
2
日
（
日
）

・
町
消
防
団
春
季
訓
練

・
町
生
涯
学
習
推
進
大
会

3
月
3
日
（
月
）

・
陸
上
自
衛
隊
え
び
の
駐
屯

地
業
務
隊
長
来
庁

3
月
4
日
（
火
）

・
国
土
交
通
省
川
内
川
河
川

事
務
所
長
来
庁

3
月
5
日
（
水
）

・
吉
松
地
区
航
空
防
除
対
策

協
議
会
総
会

・
吉
松
地
区
土
地
改
良
区
総

代
会

3
月
6
日
（
木
）

・
議
会
定
例
会
本
会
議（
一
般

質
問
）

3
月
10
日
（
月
）

・
議
会
運
営
委
員
会

・
伊
佐
湧
水
環
境
管
理
組
合

職
員
来
庁

・
百
歳
到
達
者
訪
問

3
月
11
日
（
火
）

・
町
不
要
財
産
調
査
会

・
伊
佐
市
副
市
長
来
庁

・
自
衛
官
募
集
相
談
員
委
嘱
式

・
町
三
師
会
と
の
打
合
せ
会

3
月
12
日
（
水
）

・
吉
松
中
学
校
卒
業
式

・
伊
佐
湧
水
環
境
管
理
組
合

議
会
臨
時
会

・
鹿
児
島
銀
行
栗
野
支
店
支

店
長
来
庁

3
月
13
日
（
木
）

・
議
会
定
例
会
最
終
本
会
議

・
議
員
全
員
協
議
会

3
月
14
日
（
金
）

・
み
の
り
卒
園
式

・
町
有
害
鳥
獣
捕
獲
対
策
協

議
会

・
さ
つ
・
長
・
湧
水
連
絡
会
議

首
長
会
議

3
月
16
日
（
日
）

・
長
谷
地
区
決
算
総
会

3
月
17
日
（
月
）

・
栗
野
地
区
水
稲
航
空
防
除

対
策
協
議
会
解
散
総
会

・
町
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会

3
月
18
日
（
火
）

・
区
長
会

・
姶
良
・
伊
佐
地
域
振
興
局
建

設
部
長
来
庁

・
姶
良
・
伊
佐
地
域
農
業
農
村

整
備
推
進
協
議
会
総
会

3
月
19
日
（
水
）

・
吉
松
幼
稚
園
卒
園
式

・
姶
良
地
区
医
師
会
各
市
町

長
・
教
育
長
と
の
協
議
会

3
月
21
日
（
金
）

・
百
歳
到
達
者
訪
問

・
県
文
化
振
興
財
団
理
事
会

・
町
消
防
団
幹
部
会

3
月
22
日
（
土
）

・
心
光
保
育
園
卒
園
式

3
月
24
日
（
月
）
～
25
日
（
火
）

・
道
路
整
備
促
進
期
成
同
盟

会
中
央
要
望

3
月
25
日
（
火
）

・
九
州
北
清
㈱
社
長
寄
附
来
庁

・
フ
ォ
ト
ド
ラ
ア
ワ
ー
ド
認

定
式

・
湧
水
町
お
こ
し
エ
ネ
ル

ギ
ー
調
印
式

3
月
26
日
（
水
）

・
町
春
季
畜
産
共
進
会

・
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

議
会

3
月
27
日
（
木
）

・
県
市
町
村
職
員
互
助
会
評

議
員
会

・
県
過
疎
地
域
協
議
会
理
事

会
・
総
会

・
県
観
光
地
所
在
町
村
協
議

会
総
会

・
県
施
設
整
備
説
明
会

3
月
29
日
（
土
）
～
31
日
（
月
）

・
関
東
鹿
児
島
県
人
会
連
合
会

3
月
31
日
（
月
）

・
百
歳
到
達
者
訪
問

町
長
動
静
　
　   

(

３
月
1
日
～
31
日)

　
（
新
生
児
） 　
　
　
（
保
護
者
）　 （
自
治
会
）

古ふ
る
か
わ川　

誠せ
い
や也　

 　

大
輔　

  

宮
前

（
令
和
７
年
３
月
届
出
分
）

（
令
和
７
年
３
月
届
出
分
）

（
平
成
30
年
３
月
届
出
分
）

お
め
で
た
　
　（
敬
称
略
）

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
湧
水
町
社
会
福
祉
協
議
会

【
香
典
返
し
】

日曜・祝日歯科救急診療
（毎月固定）

時間　９：００から１５：００まで
　　　（受付／１４：３０まで）
場所　姶良地区歯科医師会
　　　口腔保健センター
　　　　　　　（鹿児島空港近く）
TEL　０９９５－５８－４３８８
※受診の際は必ず保険証をご持参
　ください。

人口の動き
住民基本台帳による
※外国人を含む

　　　　　　　　（前月比，前年同月比）

人口　  8,222人（− 64人, −139人）

  男      3,928人（− 23人, −   28人）

  女      4,294人（− 41人, − 111人）

世帯数  4,604戸（  −   8戸,   　  　 4戸）

　転入　　 46人
　転出　   101人
　出生　　 　 3人
　死亡　　 14人

令和７年３月末現在

田
尾
原
の
竹
嵜　

雅
博
さ
ん
か
ら

（
久
子
さ
ん
死
去
）

四
ツ
枝
後
の
石
原　

良
治
さ
ん
か
ら

（
ヨ
ヲ
子
さ
ん
死
去
）

長
谷
の
瀬
口　

紀
子
さ
ん
か
ら

（
薩
男
さ
ん
死
去
）

町
外
の
有
馬　

千
恵
さ
ん
か
ら

（
亀
澤　

司
さ
ん
死
去
）

宮
前
の
池
上　

里
子
さ
ん
か
ら

（
キ
ヨ
子
さ
ん
死
去
）

古
川
の
吉
村　

勝
代
さ
ん
か
ら

（
竹
中　

暁
美
さ
ん
死
去
）

長
谷
の
永
田　

裕
治
さ
ん
か
ら

（
ヨ
シ
子
さ
ん
死
去
）

桜
町
の
内
村　

セ
キ
子
さ
ん
か
ら

（
松
次
さ
ん
死
去
）

日曜・祝日在宅医（薬局）（４月号）

　

（
故
人
）　
　
　

  

（
亨
年
）
（
自
治
会
）

竹
中　

暁
美　
　
　

66　
　

竹
中

　

原　

サ
ツ
子　
　

93　
　

原
口
後

横
山　

修　
　
　
　

88　
　

支
区
外

安
河
内　

惠
子　
　

83　
　

桜
馬
場

石
原　

ヨ
ヲ
子　
　

90　
　

永
野

吉
村　

春
夫　
　
　

96　
　

大
迫

内
村　

清
子　
　
　

89　
　

勝
栗

永
田　

ヨ
シ
子　
　

88　
　

長
谷

宮
越　

五
月
男　
　

88　
　

東
丸
池

亀
澤　

司　
　
　
　

66　
　

田
尾
原

内
村　

松
次　
　
　

88　
　

桜
町

（
令
和
７
年
３
月
届
出
分
）

お
く
や
み
　
　（
敬
称
略
）

※
町
外
に
て
届
を
提
出
さ
れ
た
方
で
お
く
や
み
欄

の
掲
載
が
必
要
な
方
は
住
民
税
務
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

※
香
典
返
し
寄
付
に
つ
き
ま
し
て
は
、
寄
付
受
付

日
で
掲
載
す
る
た
め
、
お
く
や
み
の
月
と
は
異

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
寄
付
は
、
地
域
福
祉
向
上

の
た
め
、有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

４月27日
（日）

林内科　　　　　72-1818
サン調剤薬局　　72-1800

５月３日
（土）

林内科医院　　　75-2047
ピアノ薬局　　　75-4526

５月４日
（日）

伊東内科クリニック　72-9088
タイガー薬局　　64-6700

５月５日
（月） 春田医院　　　　76-0053

５月６日
（火）

田代医院　　　　74-2075
アクア薬局　　　74-1078

夜間 365 日対応
及び輪番薬局▶



公 民 館 コ ー ナ ー
栗野中央公民館 ５月 10 日まで 古布創作教室 吉松中央公民館 ５月 10 日まで 絵手紙教室

発行／湧水町役場 栗野庁舎 商工観光PR課　連絡先　〒899−6292　鹿児島県姶良郡湧水町木場222番地　TEL 0995−74−3111 FAX 0995−74−4249

日 月 火 水 木 金 土
4/13 4/14 4/15 4/16 4/17 4/18 4/19

資源ごみ収集日
（北方・轟・幸田・米
永地区）

年金相談
10：00 ～ 15：00
栗野庁舎別館２
1階小会議室

【要予約】

資源ごみ収集日
（下川西・上川西・般
若寺・停車場地区）

4/20 4/21 4/22 4/23 4/24 4/25 4/26
母子健康手帳交付
10：00 ～ 11：00

【要予約】
休館日

資源ごみ収集日
（上場・老竹・長谷・西
下場・東中下場地区）

館内整理 資源ごみ収集日
（鶴丸・中津川・川添
地区）

4/27 4/28 4/29 4/30 5/1 5/2 5/3
母子健康手帳交付
10：00 ～ 11：00

【要予約】
休館日

昭和の日
休館日

粗大ごみ収集日
（北方・轟・幸田・米
永地区）

セット健診（受付
7:30 ～ 9：30 ）

粗大ごみ収集日
（下川西・上川西・般
若寺・停車場地区）

セット健診（受付
7:30 ～ 9：30 ）

セット健診（受付
7:30 ～ 9：30 ）

資源ごみ収集日
（下川西・上川西・般
若寺・停車場地区）

憲法記念日
休館日

5/4 5/5 5/6 5/7 5/8 5/9 5/10
みどりの日

休館日
こどもの日 振替休日

休館日

資源ごみ収集日
（北方・轟・幸田・米
永地区）

セット健診（受付
7:30 ～ 9：30 ）

セット健診（受付
7:30 ～ 9：30 ）

セット健診（受付
7:30 ～ 9：30 ）

資源ごみ収集日
（鶴丸・中津川・川添
地区）

5/11 5/12 5/13 5/14 5/15 5/16 5/17
セット健診（受付
7:30 ～ 9：30 ）

セット健診（受付
7:30 ～ 9：30 ）
休館日

セット健診（受付
7:30 ～ 9：30 ）

資源ごみ収集日
（上場・老竹・長谷・西
下場・東中下場地区）

資源ごみ収集日
（下川西・上川西・般
若寺・停車場地区）

5/18 5/19 5/20 5/21 5/22 5/23 5/24
母子健康手帳交付
10：00 ～ 11：00

【要予約】
休館日

無料法律相談会
よしまつふれあいの家
13：30 ～（※要事
前申込　社会福祉
協議会　75-2200）

資源ごみ収集日
（北方・轟・幸田・米
永地区）

館内整理 資源ごみ収集日
（鶴丸・中津川・川添
地区）

…くりの図書館 吉保…栗野保健センター …吉松保健センター栗保

※下記に書いてあるイベント情報の日程は変更する場合があります。

い き い き セ ン タ ー コ ー ナ ー 
温 泉 ゆ っ く り
ら ん ど 開業時間 ：火～日曜日　10：00 ～ 21：30

研修・交流施設
屋 外 施 設

開館時間：　　月曜日　  8：30～17：00
　　　　　火～日曜日　  8：30～22：00

町 民 ホ ー ル 展 示 ・ 催 し

栗保

栗保 吉保

栗保

吉保

栗保

吉保

栗保

栗保栗保 栗保

栗保


